
第１部　座談会
山川 直治（司会）

永田 法順

田中 旭泉

須田 誠舟

第２部　演奏
日向盲僧琵琶 「釈迦の段」永田 法順

筑前琵琶 「那須与市」田中 旭泉

薩摩琵琶 「潯 陽 江 」須田 誠舟
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本
日
は
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
京
都
和
文
華
の
会
」
は
日
本
の
伝
統
文
化
に
様
々
な
形
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
多
く
の

方
々
に
そ
の
良
さ
を
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
、
伝
統
文
化
と
京
都
が
大
好
き
な
有
志
が
集
ま
り
、

２
０
０
５
年
秋
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
最
初
の
試
み
と
し
て
日
本
の
文
化
を
構
成
す
る
大
き
な
柱
で
あ
る
伝
統
音
楽
を
取
り

上
げ
、
特
に
次
代
を
担
う
方
々
に
そ
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
主
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
真
如
苑
の
社
会
貢
献
事
業
と
し

て
全
面
的
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
「
日
本
の
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
」
の
シ
リ
ー
ズ
を
始
め
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
開
催
し
ま
し
た
第
一
回
の
「
地
歌
」、
今
年
５
月
の
「
謡
曲
」
と
も
好
評
で
、

「
伝
統
音
楽
が
こ
ん
な
に
も
面
白
か
っ
た
の
か
」
と
の
多
く
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。

第
３
回
目
に
当
た
る
今
回
は
、
伝
統
音
楽
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
「
琵
琶
楽
」
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
構
成
と
解
説
に
は
国
立
劇
場
で
永
年
邦
楽
の
振
興
に
関
わ
る
事
業
を
担
当
さ

れ
、
ご
著
作
も
多
い
山
川
直
治
先
生
に
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
ご
出
演
者
に
も
斯
界
の
第

一
人
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
本
日
ご
来
場
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
催
し
が
、
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
多
く
の
方
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
伝
承

に
少
し
で
も
お
役
に
た
る
こ
と
が
で
れ
ば
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
間
も
な
く
開
演
で
す
。
ど
う
ぞ
、
最
後
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
和
文
華
の
会

代
表
　
早

川

聞

多
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永
田
法
順

（
浄
満
寺
住
職
宮
崎
県
無
形
文
化
財
）

昭
和
10
年

宮
崎
県
延
岡
市
（
旧
東
旧
杵
郡
）
北
方
町

で
生
ま
れ
幼
く
し
て
失
明
。

23
年

浄
満
寺
に
入
山
先
代
児
玉
定
法
師
の
下
で

経
文
、
琵
琶
を
学
ぶ
。

26
年

総
本
山
常
楽
院
で
得
度
受
戒
し
天
台
宗
の

僧
　
法
順
と
な
る
。

58
年

先
代
の
死
去
に
よ
り
15
世
住
職
に
就
く
。

平
成
３
年

本
堂
、
庫
裡
を
新
築
し
落
慶
法
要
を
営
む
。

13
年

延
岡
市
無
形
文
化
財
保
持
者
に
指
定
。

14
年

財
団
法
人
ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
振
興
財
団
伝

統
文
化
地
域
賞
受
賞
。

第
一
号
宮
崎
県
文
化
財
保
持
者
に
指
定
。

17
年

平
成
17
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
レ
コ
ー
ド
部

門
で
６
枚
組
Ｃ
Ｄ
「
日
向
の
琵
琶
盲
僧
永

田
法
順
」
が
大
賞
を
受
賞
。

18
年

宮
崎
県
文
化
賞
受
賞
。

19
年

国
立
文
楽
劇
場
で
「
祈
り
の
か
た
ち
」
公

演
に
出
演
。

田
中
旭
泉

（
筑
前
琵
琶
日
本
橘
会
）

昭
和
45
年

福
井
に
て
出
生
。

51
年

琵
琶
の
収
集
家
で
あ
っ
た
祖
父
の
影
響
を

受
け
、
矢
吹
旭
津
美
師
匠
に
琵
琶
を
習
い

始
め
る
。

平
成
４
年

矢
吹
師
匠
他
界
後
、
人
間
国
宝
　
故
・
山

崎
旭
莢
師
匠
の
直
弟
子
と
な
る
。

京
都
に
て
い
づ
美
会
を
主
宰
。

琵
琶
奏
者
の
登
竜
門
と
い
わ
れ
る
「
第
三

十
回
琵
琶
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
て
最
年
少

優
賞
。
文
部
大
臣
奨
励
賞
、
日
本
放
送
協

会
会
長
賞
な
ど
受
賞
。

５
年

筑
前
琵
琶
日
本
橘
会
師
範
免
状
取
得
。

７
年

大
阪
文
化
祭
奨
励
賞
受
賞
。（
大
阪
市
）

８
年

咲
く
や
こ
の
花
賞
受
賞
。（
大
阪
市
）

11
年

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
公
演
。（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
日
本
文
化
会

館
・
ド
イ
ツ
日
本
文
化
会
館
主
催
）

13
年

拠
点
を
京
都
か
ら
岐
阜
に
移
し
芸
道
の
研

鑽
を
重
ね
る
。

須
田
誠
舟

（
薩
摩
琵
琶
正
派
　
日
本
琵
琶
楽
協
会
理
事
長
）

昭
和
22
年

東
京
生
ま
れ
。

43
年

辻
靖
剛
先
生
に
師
事
し
、
薩
摩
琵
琶
の
指

導
を
受
け
る
。

45
年

日
本
琵
琶
楽
協
会
主
催
「
琵
琶
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」で
優
勝
。
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
。

55
年

薩
摩
琵
琶
連
合
会
会
長
。
翌
56
年
に
は
薩

摩
琵
琶
古
曲
研
究
会
会
長

平
成
３
年

金
田
一
春
彦
先
生
に
師
事
し
、
平
曲
の
指

導
を
受
け
る
。

６
年

モ
ノ
オ
ペ
ラ
「
銀
杏
散
り
や
ま
ず
」（
辻
邦

生
原
作
）
を
制
作
、
出
演
。

９
年

文
化
庁
芸
術
祭
参
加
リ
サ
イ
タ
ル
「
琵
琶

楽
に
よ
る
四
季
の
語
り
」
を
開
催
。
以
後

リ
サ
イ
タ
ル
を
重
ね
る
。

10
年

能
、
狂
言
、
平
曲
に
よ
る
「
平
家
物
語
の

世
界
」(

横
浜
能
楽
堂)

に
出
演(

以
後
毎
年

継
続
し
て
開
催)

。

13
年

日
本
琵
琶
楽
協
会
理
事
長
に
就
任
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ「
北
条
時
宗
」
に
て
琵
琶
指
導
。

14
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
い
ろ
は
に
邦
楽
」
に
出
演
。

15
年

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
武
蔵
」に
て
琵
琶
指
導
。

17
年

四
部
作
Ｃ
Ｄ
連
琵
琶
「
清
盛
」（
日
本
伝
統

文
化
振
興
財
団
発
売
）
を
制
作
。

文
化
庁
の
日
欧
市
民
文
化
交
流
使
節
と
し

て
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
て
薩
摩
琵
琶
を
演

奏
。

19
年

国
立
劇
場
歌
舞
伎
公
演
「
蓮
絲
恋
慕
曼
茶

羅
」
の
音
楽
を
担
当
。

そ
の
ほ
か
、国
立
劇
場
主
催「
邦
楽
鑑
賞
会
」、

日
本
琵
琶
楽
協
会
主
催「
琵
琶
楽
名
流
大
会
」

等
に
定
例
的
に
出
演
。

（
現
在
）
日
本
琵
琶
楽
協
会
理
事
長
・
薩

摩
琵
琶
古
曲
研
究
会
会
長
・
薩
摩
琵
琶
正

舷
会
理
事
長

山
川
直
治

（
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立
劇
場

調
査
養
成
部
主
席
芸
能
調
査
役
）

昭
和
18
年
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学

部
経
済
学
科
卒
業
後
、
特
殊
法
人
国
立
劇
場
（
現
独
立
行

政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）
に
勤
務
。
昭
和
53
年
４

月
よ
り
平
成
11
年
３
月
ま
で
邦
楽
公
演
の
企
画
、
制
作
、

演
出
を
担
当
。
国
立
能
楽
堂
事
業
課
長
、
国
立
劇
場
調
査

資
料
課
長
を
経
て
、
平
成
17
年
４
月
よ
り
現
職
。

昭
和
63
年
よ
り
（
財
）
清
栄
会
の
三
味
線
音
楽
の
技
芸
伝

承
者
及
び
学
術
研
究
者
に
対
す
る
奨
励
賞
、
平
成
７
年
よ

り
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
（
旧
ピ
ク
タ
ー
伝
統
文
化
振

興
財
団
）
の
財
団
奨
励
賞
及
び
11
年
よ
り
同
財
団
の
邦
楽

技
能
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
選
考
委
員
、
14
年
よ
り
日
本

琵
琶
楽
協
会
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
を
務
め
る
。

著
書
に
『
邦
楽
の
世
界
』（
講
談
社
）。
共
著
に
「
日
本
音

楽
叢
書
」
の
『
邦
楽
』『
日
本
音
楽
の
流
れ
』、「
邦
楽
百

科
入
門
シ
リ
ー
ズ
・
日
本
の
音
」
の
『
声
の
音
楽
２
』

『
総
合
／
現
代
』（
い
ず
れ
も
音
楽
之
支
社
）
な
ど
。

東
洋
音
楽
学
会
会
員
　
楽
劇
学
会
会
員

出

演

者
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琵
琶
の
ル
ー
ツ

琵
琶
は
、
共
鳴
器
と
し
て
の
胴
と
、
胴

か
ら
の
び
た
頸け

い

部ぶ

か
ら
な
り
弦
が
胴
か
ら

頸
部
へ
と
平
行
に
張
ら
れ
た
リ
ュ
ー
ト
型

の
弦
鳴

げ
ん
め
い

楽
器
で
す
。
撥ば

ち

で
弦
を
弾
く
撥
弦

は
つ
げ
ん

楽
器
に
分
類
さ
れ
、
開
放
弦

か
い
ほ
う
げ
ん

を
使
っ
た
り
、

頸
部
に
固
定
さ
れ
た
柱
（
じ
�
う
、
ち
�

う
）
を
押
さ
え
て
弦
長
を
変
化
さ
せ
て
、

音
高
変
化
を
与
え
た
り
、
あ
る
い
は
雅
楽

以
外
の
琵
琶
楽
で
は
柱
の
す
こ
し
離
れ
た

と
こ
ろ
で
弦
の
押
し
具
合
を
加
減
し
て
音

高
を
定
め
た
り
、
余
韻
に
変
化
を
与
え
た

り
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
琵
琶
は
、
中
国

よ
り
伝
来
し
ま
し
た
が
、
中
国
唐
代
の
も

の
が
正
倉
院
に
、
頸
部
の
上
端
の
折
れ
曲

が
っ
た
（
１
）
四
絃
曲
頸

き
�
く
け
い

梨
形
胴
、
頸

部
の
上
端
の
ま
っ
す
ぐ
な
（
２
）
五
絃

直
頸

ち
�
く
け
い

棒
状
と
（
３
）
四
絃
直
頸
円
形
胴

と
三
種
遺
存
し
て
い
ま
す
。
（
１
）
は
ア

ラ
ビ
ア
の
ウ
ー
ド
の
祖
型
に
始
ま
る
と

し
、
漢
の
時
代
に
中
国
に
入
っ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

伝
わ
っ
て
リ
ュ
ー
ト
と
な
り
、
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
期
に
は
最
も
人
気
あ
る
楽
器
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。
（
２
）
は
イ
ン
ド
起
源

で
亀
茲

き

じ

琵
琶
（
胡
琵
琶
）
と
も
呼
ば
れ
ま

し
た
。
（
３
）
は
中
国
で
成
立
し
た
も
の

と
さ
れ
、
秦し

ん

代
か
ら
あ
っ
た
二
弦
の
振
鼓

で
あ
る
弦げ

んC

と
う

と
四
弦
琵
琶
が
晋し

ん

時
代
に
結

合
し
て
秦
琵
琶
と
な
り
、
唐
の
時
代
に
晋

時
代
の
竹
林
の
七
賢
の
一
人
が
こ
の
楽
器

の
名
手
で
あ
た
こ
と
か
ら
、
阮
咸

げ
ん
か
ん

と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
種
の
う
ち
、

日
本
の
琵
琶
楽
に
広
く
用
い
ら
れ
た
の

は
、
（
１
）
の
タ
イ
プ
で
す
。
日
本
で
は

右
手
に
大
き
な
撥
を
持
ち
ま
す
が
、
現
代

の
中
国
で
は
指
で
奏
す
る
か
、
あ
る
い
は

指
に
小
さ
な
義ぎ

爪そ
う

を
は
め
て
弾
き
ま
す
。

そ
し
て
柱
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
三
味
線
が
日
本
に
渡
来
し
た
と
き
、

琵
琶
の
撥
が
流
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
三

味
線
の
サ
ワ
リ
の
工
夫
は
、
琵
琶
の
サ
ワ

リ
の
影
響
と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
二
系
統
の
琵
琶
楽

日
本
に
は
大
陸
か
ら
二
系
統
の
琵
琶
楽

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
奈
良
朝
の

直
前
、
雅
楽
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
雅

楽
琵
琶
（
楽が

く

琵
琶

び

わ

）
、
も
う
一
つ
は
仏
教

法
会
の
伴
奏
に
用
い
ら
れ
た
盲も

う

僧そ
う

琵
琶

び

わ

で

す
。

（
近
年
で
は
、
雅
楽
琵
琶
を
小
型
化
し
て

持
ち
歩
く
僧
体
の
琵
琶
法
師
が
現
わ
れ
、

盲
僧
琵
琶
に
発
展
し
た
と
も
説
か
れ
て
い

ま
す
。）

雅
楽
琵
琶
は
、
藤
原
貞
敏

ふ
じ
わ
ら
の
さ
だ
と
し

が
唐
よ
り

「
流
泉
」「
啄
木

た
く
ぼ
く

」「
楊
真
操

よ
う
し
ん
そ
う

」
な
ど
の
独
奏

曲
を
学
ん
で
帰
国
し
、
蝉
丸

せ
み
ま
る

、
源
博
雅

み
な
も
と
の
ひ
ろ
ま
さ、

平
経
正

た
い
ら
の
つ
ね
ま
さ

、
藤
原
師
長

も
ろ
な
が

ら
の
名
手
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
秘
曲
と
さ
れ
た
た

め
に
い
つ
し
か
消
滅
し
、
単
に
雅
楽
合
奏

に
の
み
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
型
で
頸
部
が
短
く
全
長
三
尺
五
寸
を
基

準
と
し
、
四
弦
四
柱
で
す
。
左
手
指
で
柱

の
上
の
弦
を
押
さ
え
ま
す
。
合
奏
で
は
単

音
で
旋
律
を
弾
く
と
い
う
よ
り
、
拍
節
を

強
く
彩
っ
て
行
く
よ
う
に
ア
ル
ペ
ジ
オ
風

に
分
散
和
音
を
弾
き
鳴
ら
す
、
撥
を
掻
き

下
す
「
掻か

き

手て

」
が
際
立
ち
ま
す
。

盲
僧
琵
琶
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
の

部
分
が
多
い
の
で
す
が
、
大
き
く
は
北
九

州
の
成
就
院

じ
�
う
じ
�
い
ん

に
属
す
る
筑
前
盲
僧
と
南
九

州
の
常
楽
院

じ
�
う
ら
く
い
ん

に
属
す
る
薩
摩
盲
僧
に
分
け

薩摩琵琶の構造筑前琵琶の構造

山川直治著『邦楽の世界』より

解

説

琵
琶
楽
は
お
も
し
ろ
い

山
川
直
治
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ら
れ
ま
す
。
楽
器
は
携
帯
に
便
利
な
よ
う

に
雅
楽
琵
琶
よ
り
は
小
型
で
す
が
、
盲
僧

自
身
の
手
作
り
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高

く
、
形
状
、
弦
数
、
柱
の
数
な
ど
系
統
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
。
雅
楽
琵
琶
と
違

っ
て
左
手
指
で
柱
と
柱
の
間
で
弦
を
押
さ

え
ま
す
。
そ
の
奏
法
は
、
平へ

い

家け

琵
琶
、
薩さ

つ

摩ま

琵
琶
、
筑
前

ち
く
ぜ
ん

琵
琶
に
も
受
け
継
が
れ
ま

す
。成

就
院
の
開
祖
は
玄げ

ん

清せ
い

法
印
で
、
７
８

５
（
延
暦
４
）
年
比
叡
山
根
本
中
堂
建
立

に
際
し
、
地
鎮
祭
の
法
を
行
い
、
そ
の
功

績
に
よ
り
成
就
院
の
号
を
受
け
帰
国
し
て

成
就
院
を
開
き
、
筑
紫
の
盲
僧
の
長
と
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

「
常
楽
院
沿
革
史
」
に
よ
る
と
、
比
叡
山

根
本
中
堂
建
立
に
際
し
、
伝
教
大
師
が
九

州
か
ら
呼
び
寄
せ
た
の
は
満
市
坊
ほ
か
八

人
で
、
満
市
坊
は
満
正
阿
闍
梨
と
な
り
、

都
に
と
ど
ま
っ
て
８
０
８
年
に
逢
坂
山
に

正
法
山
妙
音
寺
常
楽
院
を
開
き
ま
し
た
。

常
楽
院
４
代
目
住
持
が
蝉
丸
で
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
薩
摩
、
大
隅
さ
ら
に

日
向
の
守
護
職
と
な
っ
た
島
津
忠
久
が
、

１
１
９
２
（
建
久
３
）
年
薩
摩
に
赴
い
た

と
き
、
19
代
住
持
の
宝
山
検
校

ほ
う
ざ
ん
け
ん
ぎ
�
う

が
島
津
氏

の
祈A

僧
と
し
て
随
行
し
、
４
年
後
薩
摩

の
地
に
常
楽
院
を
建
立
し
ま
し
た
。
や
が

て
常
楽
院
を
拠
点
に
薩
摩
、
大
隅
、
日
向

の
盲
僧
を
治
め
て
行
き
ま
す
。

盲
僧
琵
琶
よ
り
廻
檀
の
余
興
と
し
て
合

戦
を
テ
ー
マ
に
し
た
物
語
琵
琶
が
生
ま

れ
、
13
世
紀
初
頭
に
は
比
叡
山
の
僧
慈じ

鎮ち
ん

和
尚
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
て
い
た
雅
楽

に
堪
能
な
藤
原
行
長

ゆ
き
な
が

と
盲
僧
の
生
仏

し
�
う
ぶ
つ

の
協

力
に
よ
っ
て
『
平
家
物
語
』
が
成
立
し
た

と
伝
え
ら
れ
ま
す
（
『
徒
然
草
』
２
２
６

段
）。『
平
家
物
語
』
の
み
を
語
る
盲
人
音

楽
家
達
は
、
「
当
道
」
を
結
成
し
、
幕
府

の
保
護
の
も
と
自
治
的
な
伝
承
組
織
を
整

え
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
玄
清
院
、
常
楽
院

の
盲
僧
は
天
台
宗
に
属
し
ま
す
。

＊
薦
田
治
子
氏
に
よ
る
と
、
日
本
の
琵

琶
は
す
べ
て
楽
琵
琶
の
系
統
を
ひ
く
可

能
性
が
あ
り
、
楽
琵
琶→

平
家
琵
琶→

盲
僧
琵
琶
と
な
り
、
盲
僧
琵
琶
の
誕
生

を
、
京
都
を
中
心
と
し
て
発
展
し
た

「
平
家
琵
琶
」
を
専
業
と
す
る
当
道

と
う
ど
う

座ざ

と
、
九
州
か
ら
四
国
地
方
に
か
け
て
当

道
座
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
拒
ん
だ
琵

琶
法
師
た
ち
が
対
立
し
て
１
６
７
４

（
延
宝
２
）
年
裁
判
沙
汰
と
な
り
、
幕

府
公
認
の
当
道
座
側
の
勝
訴
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
当
道
座
外
の
琵
琶
法

師
は
、
地じ

神じ
ん

経
の
読
誦
な
ど
の
宗
教
活

動
の
み
に
制
限
さ
れ
、
「
平
家
」
の
演

奏
、
浄
瑠
璃
を
語
る
こ
と
、
当
道
座
の

音
楽
家
達
が
兼
業
と
し
た
箏
や
新
伝
来

の
三
味
線
及
び
胡
弓
に
よ
る
活
動
ま
で

禁
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
他
琵
琶

の
演
奏
に
も
諸
々
拘
束
を
受
け
た
。
そ

こ
で
盲
僧
達
は
柱
を
高
く
し
、
柱
と
柱

の
間
で
弦
を
押
し
込
む
「
押お

し

干か
ん

奏
法
」

に
よ
り
、
三
味
線
の
よ
う
に
旋
律
を
奏

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
ま
た

よ
り
正
確
に
音
を
だ
し
や
す
く
柱
の
数

を
増
や
し
た
、
と
の
こ
と
。
（
薦
田
治

子
著
「
平
家
の
音
楽
　
当
道
の
伝
統
」

参
照
）

近
代
琵
琶
楽

戦
国
時
代
に
薩
摩
の
島
津
忠
良
が
武
士

の
精
神
修
養
の
た
め
作
詞
し
、
薩
摩
盲
僧

31
代
淵
脇
寿
長
院

ふ
ち
わ
き
じ
�
ち
�
う
い
ん

に
作
曲
さ
せ
、
ま
た
寿

長
院
は
盲
僧
琵
琶
も
改
良
し
た
こ
と
に
よ

り
、
薩
摩
琵
琶
が
起
こ
り
ま
し
た
。
江
戸

時
代
中
期
に
は
町
人
も
嗜
む
よ
う
に
な

り
、
武
士
の
「
士
風
琵
琶
」
に
対
し
、

「
町
風
琵
琶
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
の
ち
両
者
が
融
合
さ
れ
ま
す
が
、

明
治
と
な
っ
て
薩
摩
藩
士
が
政
治
の
中
枢

を
占
め
、
東
京
に
進
出
し
た
こ
と
に
と
も

な
い
全
国
的
に
ひ
ろ
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、

正
派
、
錦
心
流
、
錦
琵
琶
、
鶴
田
流
と
分

か
れ
て
い
ま
す
。

父
が
筑
前
盲
僧
で
あ
っ
た
橘
智
定

た
ち
ば
な
ち
じ
�
う

は
、

薩
摩
琵
琶
を
研
究
し
、
ま
た
三
味
線
音
楽

の
影
響
を
受
け
て
新
し
く
筑
前
琵
琶
を
創

始
し
て
、
や
は
り
明
治
２
０
年
代
に
東
京

に
進
出
し
全
国
的
に
普
及
し
ま
し
た
。
智

定
は
旭
翁

き
�
く
お
う

を
名
乗
り
旭
会
を
結
成
、
そ
の

名
跡
は
二
代
目
、
三
代
目
と
実
子
に
引
き

継
が
れ
ま
し
た
が
、
三
代
目
の
と
き
初
代

の
娘
婿
橘
旭
宗

き
�
く
そ
うが

分
派
独
立
し
橘
会
を
創

始
し
ま
し
た
。

解

説
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■
平
家
琵
琶

四
弦
五
柱

■
日
向

ひ
う
が

盲
僧
琵
琶

四
弦
六
柱

長
久
山
浄
満
寺

貞
享
２
年
（
１
６
８
５
）
延
岡
藩
主

有
馬
永
純
、
吉
野
坊
真
鏡

明
治
維
新
時
の
廃
仏
毀
釈
　
明
治
末

天
台
宗
常
楽
院
部
に
属
す
る

大
正
９
年
現
在
地
に
　
現
在
永
田
法

順
が
15
世
住
職

廻
壇

か
い
だ
ん

法
要

土
用
行
　
「
竈

か
ま
ど

祓
い
」「
荒
神
祓
い
」

「
地
鎮
祭
」「
水
神
祭
」

始
め
の
作
法→
祓
い→

釈
文→

終
わ

り
の
作
法

＊
釈
文

し
�
く
も
ん

—
琵
琶
を
弾
き
な
が
ら
、

仏
教
の
教
え
を
物
語
風
に
わ
か
り
や

す
く
説
く

各
種
お
祓
い
　
　
読
経
中
心

仏
説
地
神
経
（
拍
子
木
）

般
若
心
経
（
太
鼓
）

■
近
代
琵
琶
楽

・
楽
器

薩
摩
琵
琶

桑
材
　
正
派
、
錦
心
流
—

四
弦
四
柱
　
錦
琵
琶
、
鶴
田
流
—
五

弦
五
柱
　

菊
水
型
の
柱
（
鶴
田
流
）
　
撥
（
先

端
が
大
き
く
開
い
て
い
る
）

筑
前
琵
琶

表
板
—
桐
材
　
四
弦
五
柱

五
弦
五
柱
　

撥
（
義
太
夫
三
味
線
の
撥
に
似
る

五
絃
の
は
先
端
が
四
弦
用
よ
り
開
い

て
い
る
）

「
サ
ワ
リ
」

・
弾
奏
法

薩
摩
琵
琶

「
払
イ
バ
チ
」
「
打
チ
バ
チ
」
「
ハ
タ

キ
」
「
掛
ケ
バ
チ
」
「
掻
キ
バ
チ
」

「
切
リ
バ
チ
」
「
返
シ
バ
チ
」
「
シ
ゲ

手
」「
消
シ
バ
チ
」

「
押
シ
コ
ミ
」（
押
シ
カ
ン
）
「
ハ
ジ

キ
」「
タ
タ
キ
」「
ユ
リ
」「
消
シ
」

筑
前
琵
琶

「
掛
ケ
」「
押
サ
エ
」「
押
シ
」「
サ
ゲ
」

「
ユ
リ
」「
押
シ
戻
シ
」「
ズ
リ
返
シ
」

「
ス
ク
イ
」「
オ
ロ
シ
バ
チ
」「
胴
打

チ
」

解

説
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・
曲
の
構
成

前
語
り
ー
本
語
り
ー
後
語
り

句
　

節ふ
し

（
類
型
的
な
旋
律
）
　

手て

（
節
に
対
応
し
た
楽
器
の
類
型
的
な

旋
律
型
）

薩
摩
琵
琶

「
弾
き
出
し
の
手
」「
切
り
の
手
」

「
大
干
の
手
」「
中
干
の
手
」

「
相
の
手
」「
崩
れ
の
手
」

「
吟
替
り
の
手
」「
吟
詠
の
手
」「
謡

い
止
め
の
手
」

筑
前
琵
琶

「
開

ひ
ら
き

」

「
一
番
」「
二
番
」
…
…

攻
め→

「
一
丁
」「
二
丁
」
…
…
　
　

憂
い
節→

「
一
号
」「
二
号
」
…
…

四
絃
琵
琶→

「
千
鳥
」「
磯
千
鳥
」

「
鳶
」「
燕
」「
雁
」「
鷹
」

五
絃
琵
琶→

「
梅
」
「
桜
」
「
桃
」

「
藤
」
「
萩
」
「
菖
蒲
」
「
牡
丹
」

「
芍
薬
」

数
句
集
ま
っ
て
小
段
を
つ
く
る
—

薩
摩
琵
琶

基
吟

も
と
ぎ
ん

崩く
ず

れ
　
吟ぎ

ん

替が
わ

り
　
吟
詠

ぎ
ん
え
い

筑
前
琵
琶

基
吟
　
攻せ

め
　
憂う

れ

い
節
　
吟
詠

「
基
吟
」
—
平
句
、
歌
声
（
節
句
）

「
崩
れ
」（
勇
壮
な
場
面
　
拍
節
的
）

「
吟
替
り
」
（
し
ん
み
り
し
た
感
慨
、

陽
旋
）

「
吟
詠
」（
漢
詩
ま
た
は
和
歌
）

「
攻
め
」（「
崩
れ
」
に
相
当
）

「
憂
い
節
」
（
「
吟
替
り
」
に
相
当
陰

旋
）

＊
錦
琵
琶
は
筑
前
琵
琶
、
三
味
線
音
楽

の
節
を
と
り
い
れ
た
り
、
歌
唱
の
部
分

で
も
琵
琶
で
伴
奏

＊
筑
前
琵
琶
「
流
し
」
（
最
も
歌
謡
的

な
聞
か
せ
ど
こ
ろ
「
攻
め
」
と
と
も
に

拍
節
的
で
琵
琶
の
伴
奏
を
と
も
な
う
）

→

「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」

「
地
」「
競
い
」「
山
越
」「
大
和
」「
旭
」

「
雲
」「
露
」「
月
」「
夕
日
」

・
曲
種
—
「
端
物
」「
段
物
」

解

説
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そ
も
そ
も
か
け
ま
く
も
か
た
じ
け
な
く

も
、
ま
ず
は
釈
迦
牟
尼
如
来
と
申
し
奉
る

は
、
お
ら
い
、
娑し

�

婆ば

八
千
ど
ま
で
、
生
ま

れ
か
え
ら
せ
た
ま
い
そ
う
ら
い
け
ん
な
る

が
、
し
ば
し
わ
ず
ろ
う
こ
と
ま
し
ま
す
。

ご
天
竺
に
て
フ
デ
ン
大
王
、
フ
デ
ン
大
王

の
御
子
に
獅
子

し

し

頬
き
�
う

王
、
獅
子
頬
王
の
御

子
に
浄
飯

じ
�
う
ぼ
ん

大
王
、
浄
飯
大
王
の
御
子
に

釈
迦
牟
尼
如
来
と
申
し
奉
る
は
、
母
は
善

覚
ち
�
う
お
う
じ
�
の
お
う
い
き
に
、

摩
耶
夫

ま

や

ぶ

人に
ん

に
て
お
わ
し
ま
す
。
母
摩
耶
夫

人
の
、
お
ん
た
御
胎
内
に
は
、
三
年
三
月

は
間
宿
ら
せ
た
ま
え
そ
う
ら
い
け
ん
な
る

が
、
四
月
八
日
の
寅
卯
の
刻
に
、
御
誕
生

を
現
れ
ま
し
ま
す
。

そ
の
と
き
大
地
の
ろ
く
荒
神
、
シ
ン
ク

ウ
王
、
シ
ダ
フ
王
、
ゴ
ラ
ン
王
、
エ
ン
マ

ン
王
、
文
撰
ノ
王
と
て
堅
牢
地
神
五
帝
五

竜
王
が
起
き
た
っ
て
の
た
も
う
は
、
「
そ

も
そ
も
釈
迦
牟
尼
如
来
は
八
十
一
と
申
し

奉
る
に
、
総
じ
て
四
十
九
年
の
間
、
多
く

の
諸
経
法
文
を
説
き
行
わ
せ
た
ま
え
そ
う

ら
い
け
ん
な
る
が
、
未
だ
地
神
の
た
め
に

と
て
は
一
字
も
供
養
は
し
た
ま
わ
ず
。
我

ら
が
大
地
の
表
に
は
、
葬
の
休
め
あ
く
べ

か
ら
ず
。
は
や
は
や
天
に
担
う
て
上
が
ら

せ
給
え
」
と
の
た
ま
え
ば
、
御
弟
子
は
か

の
よ
し
を
聞
こ
し
召
さ
れ
そ
う
ろ
う
て
、

「
さ
そ
う
ら
わ
ば
　
釈
迦
仏
の
御
み
体
を

ば
、
白
栴
檀

び
�
く
せ
ん
だ
ん

の
木
の
上
に
て
、
し
�
り
ほ

つ
ぎ
�
う
じ
�
を
つ
か
ま
つ
ら
ん
」
と
の

た
ま
え
ば
、
地
神
答
え
て
曰
く
、
「
い
わ

ん
や
そ
れ
白
栴
檀
の
木
と
申
し
奉
る
も
、

天
よ
り
大
地
に
生
え
下
り
た
る
木
に
て
は

そ
う
ら
わ
ず
。
わ
れ
ら
が
大
地
の
表
よ
り

天
に
向
こ
う
て
生
え
上
っ
た
る
木
に
て
ま

し
ま
せ
ば
、
木
に
も
神
ま
し
ま
す
ぞ
。
木

に
は
木
神
竜
王
の
御み

先さ
き

と
て
神
ま
し
ま
す

も
、
こ
れ
も
わ
れ
ら
が
所
領
の
う
ち
な
れ

ば
、
木
に
も
か
な
い
奉
る
ま
じ
。
は
や
は

や
天
に
担
う
て
上
が
ら
せ
給
え
」
と
の
た

ま
え
ば
、

御
弟
子
は
か
の
よ
し
を
聞
こ
し
召
さ
れ

そ
う
ろ
う
て
、
「
さ
そ
う
ら
わ
ぱ
釈
迦
仏

の
御
み
体
を
、
川
の
上
に
て
し
�
り
ほ
っ

ぎ
�
う
じ
�
を
つ
か
ま
つ
ら
ん
」
と
の
た

ま
え
ば
、
地
神
答
え
て
日
く
、
「
い
わ
ん

や
そ
れ
川
と
申
し
奉
る
も
、
天
よ
り
大
地

に
向
こ
う
て
流
れ
広
め
た
る
川
に
て
は
そ

う
ら
わ
ず
。
わ
れ
ら
が
大
地
の
表
よ
り
、

天
に
向
こ
う
て
流
れ
広
め
た
る
川
に
て
ま

し
ま
せ
ば
、
川
に
も
神
ま
し
ま
す
ぞ
。
川

に
は
水
神
竜
王
の
御
先
と
て
神
ま
し
ま
す

も
、
こ
れ
も
わ
れ
ら
が
所
領
の
う
ち
な
れ

ば
、
川
に
も
か
な
い
奉
る
ま
じ
。
は
や
は

や
天
に
担
う
て
上
が
ら
せ
給
え
」
と
の
た

ま
え
ば
、
御
弟
子
は
か
の
よ
し
を
聞
こ
し

召
さ
れ
そ
う
ろ
う
て
、「
さ
そ
う
ら
わ
ば
、

釈
迦
仏
の
御
み
体
を
ば
、
海
の
上
に
て
し

�
り
ほ
つ
ぎ
�
う
じ
�
を
つ
か
ま
つ
ら

ん
」
と
の
た
ま
え
ば
、
地
神
答
え
て
曰
く
、

「
い
わ
ん
や
そ
れ
海
と
申
し
奉
る
も
、
天

よ
り
大
地
に
向
こ
う
て
浮
か
み
は
ら
ま
れ

出
で
き
た
る
に
は
そ
う
ら
わ
ず
。
わ
れ
ら

が
大
地
の
表
よ
り
、
天
に
向
こ
う
て
浮
か

み
は
ら
ま
れ
出
で
き
た
る
海
に
て
ま
し
ま

せ
ば
、
海
に
も
神
ま
し
ま
す
ぞ
。
海
に
は

海
神
竜
王
の
御
先
と
て
、
神
ま
し
ま
す
も
、

こ
れ
も
わ
れ
ら
が
所
領
の
う
ち
な
れ
ば
、

海
に
も
か
な
い
奉
る
ま
じ
。
は
や
は
や
天

に
担
う
て
上
が
ら
せ
給
え
」
と
の
た
ま
え

ば
、
御
弟
子
は
か
の
よ
し
を
聞
こ
し
召
さ

れ
そ
う
ろ
う
て
、
「
さ
そ
う
ら
わ
ば
、
釈

迦
仏
の
御
み
体
を
ば
道
の
辻
に
て
し
�
り

ほ
つ
ぎ
�
う
じ
�
を
つ
か
ま
つ
ら
ん
」
と

の
た
ま
え
ば
、
地
神
答
え
て
曰
く
、
「
い

わ
ん
や
そ
れ
道
と
申
し
奉
る
も
、
天
よ
り

大
地
に
向
こ
う
て
踏
み
広
め
た
る
道
に
て

は
そ
う
ら
わ
ず
。
わ
れ
ら
が
大
地
の
表
よ

り
天
に
向
こ
う
て
踏
み
広
め
た
る
道
に
て

ま
し
ま
せ
ば
、
道
に
も
神
ま
し
ま
す
ぞ
。

道
に
は
道
来
神
の
御
先
と
て
、
神
ま
し
ま

す
を
、
こ
れ
も
わ
れ
ら
が
所
領
の
う
ち
な

れ
ば
、
道
に
も
か
な
い
奉
る
ま
じ
。
は
や

は
や
天
に
担
う
て
上
が
ら
せ
給
え
」
と
の

た
ま
え
ば
、
御
弟
子
は
か
の
よ
し
を
聞
こ

し
召
さ
れ
そ
う
ろ
う
て
、
「
さ
そ
う
ら
わ

ば
、
釈
迦
仏
の
御
み
体
を
ば
石
の
上
に
て

し
�
り
ほ
つ
ぎ
�
う
じ
�
を
つ
か
ま
つ
ら

ん
」
と
の
た
ま
え
ば
、
地
神
答
え
て
曰
く
、

「
い
わ
ん
や
そ
れ
石
と
申
し
奉
る
も
、
天

よ
り
大
地
に
向
こ
う
て
浮
か
み
生
ぜ
出
で

き
た
る
石
に
て
は
そ
う
ら
わ
ず
。
わ
れ
ら

地
神
経
の
由
来
を
述
べ
た
も

の
。
釈
迦
が
入
滅
し
、
弟
子
達

が
埋
葬
し
よ
う
と
す
る
が
、
地

神
と
そ
の
眷
属
の
た
め
に
葬
れ

ず
、
７
日
間
、
棺
を
に
な
い
続

け
た
。
生
前
、
釈
迦
が
地
神
の

た
め
に
説
法
を
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で

阿
難
尊
者
の
祈
り
に
よ
っ
て
、

釈
迦
が
よ
み
が
え
り
地
神
経
を

説
い
て
、
そ
の
尊
さ
に
打
た
れ

た
地
神
が
須
弥
山
に
埋
葬
の
地

を
与
え
た
。 演

奏

日
向
盲
僧
琵
琶

永
田
法
順

釈
迦
（
し
ゃ
か
）

の
段
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が
大
地
の
表
よ
り
天
に
向
こ
う
て
浮
か
み

生
ぜ
出
で
き
た
る
石
に
て
ま
し
ま
せ
ば
、

石
に
も
神
ま
し
ま
す
ぞ
。
石
に
は
石
神
の

御
先
、
岩
に
は
び
�
く
ら
い
神
の
御
先
、

野
に
は
、
は
や
ま
は
ず
ま
の
御
先
と
て
、

神
ま
し
ま
す
も
、
こ
れ
も
わ
れ
ら
が
皆
皆

一
門
所
領
の
う
ち
な
れ
ば
石
に
も
か
な
い

奉
る
ま
じ
。
は
や
は
や
天
に
担
う
て
上
が

ら
せ
給
え
」
と
論
じ
返
し
、
責
め
奉
る
も

理
な
る
や
。
さ
す
が
凡
夫
の
身
な
れ
ば
、

天
に
も
上
が
ら
ず
地
に
も
っ
か
ず
。
バ
ツ

ダ
川
の
南
の
岸
の
端
に
て
沙
羅

さ

ら

双
樹
吉
祥

そ
う
じ
�
き
ち
じ
�
う

と
申
す
草
の
上
に
て
、
夜
に
替
わ
り
昼
に

替
わ
り
時
に
替
わ
り
て
、
七
日
七
夜
が
間

は
宙
に
担
い
立
た
せ
た
も
う
。
そ
の
と
き

に
こ
そ
流
れ
る
川
も
流
れ
も
や
ら
ず
、
生

う
る
木
草
も
生
え
も
上
が
ら
ず
、
咲
く
花

も
つ
ぼ
み
う
な
だ
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
側
三

千
大
千
世
界
の
う
ち
は
、
り
�
う
や
の
闇

と
な
る
。
そ
の
と
き
五
百
二
人
の
羅
漢
、

八
万
二
人
の
御
弟
子
は
、
皆
ひ
と
つ
と
こ

ろ
に
寄
り
集
ま
っ
て
、
七
日
七
夜
が
間
は

宙
に
担
い
立
た
せ
た
も
う
。
そ
の
と
き
に

こ
そ
さ
ま
草
木
も
尽
き
果
て
て
、
山
河
の

獣
ご
う
か
も
ろ
く
ず
に
い
た
る
ま
で
、
釈

尊
の
御
弔
い
に
と
て
参
ら
ん
も
の
こ
そ
さ

ら
に
な
し
。

「
そ
も
そ
も
釈
迦
牟
尼
如
来
と
申
し
奉

る
に
、
こ
の
側
の
一
切
の
四
方
の
衆
生
を

ば
、
皆
ろ
せ
ん
と
し
た
も
う
が
、
か
ほ
ど

に
広
き
大
地
の
表
を
な
に
と
て
、
御
心
に

も
任
せ
さ
せ
た
ま
え
そ
う
ら
わ
ん
や
。
急

ぎ
し
�
う
よ
う
あ
り
」
と
て
、
天
に
は
わ

む
き
、
地
に
伏
し
て
、
第
三
度
唱
え
さ
せ

た
ま
え
ば
、
そ
も
そ
も
釈
迦
牟
尼
如
来
は

八
十
一
と
申
し
奉
る
に
、
か
ん
も
ん
五
年

二
月
十
五
日
寅
夜
半
と
申
し
奉
る
に
、
黄

金
の
御
棺
に
入
ら
せ
さ
せ
た
ま
え
そ
う
ら

い
け
ん
な
る
が
、
七
日
七
夜
と
申
し
奉
る

に
は
、
ま
た
よ
み
が
え
り
立
た
せ
た
も
う
。

そ
の
と
き
に
こ
そ
、
釈
迦
仏
の
滅
後
の

ぞ
う
の
尊
き
こ
と
は
、
か
ほ
ど
に
尊
う
ま

し
ま
す
が
、
十
の
指
を
切
り
、
五
色
の
御ご

幣へ
い

に
染
め
、
そ
う
に
捧
げ
て
、
「
南
無
並

び
の
堅
牢
地
神
も
明
ら
か
に
見
給
え
や
。

き
き
の
お
じ
�
を
だ
れ
給
え
や
。
め
い
こ

う
さ
ん
が
い
、
じ
�
う
ご
く
じ
�
う
ぼ
く
、

ほ
ん
ら
い
む
東
西
、
が
し
�
う
南
北
、
ど

も
ん
ど
そ
も
ん
ど
、
ど
っ
く
う
ど
」
、
ど

う
し
眷
属

け
ん
ぞ
く

堅
牢
地
神
の
お
ん
た
め
に
、
御

み
声
を
高
々
に
あ
げ
、
百
六
十
巻
の
地
神

の
大
法
を
説
き
行
わ
せ
た
ま
え
そ
う
ら
い

げ
ん
な
る
。

そ
の
と
き
に
こ
そ
、
釈
迦
仏
の
滅
後
の

ぞ
う
の
尊
き
こ
と
は
、
か
ほ
ど
に
尊
う
ま

し
ま
す
か
や
。
ま
る
に
え
ご
う
す
る
こ
と

は
、
じ
�
が
い
な
し
。
じ
�
ざ
い
な
り
。

か
ほ
ど
に
広
き
大
流
を
も
、
手
を
少
し
割

っ
て
釈
迦
仏
に
ぞ
奉
る
。
い
か
で
か
そ
う

ら
わ
ん
な
り
と
て
、
須し

�

弥み

山せ
ん

の
片
腹
を
広

さ
八
尺
深
さ
八
尺
、
あ
わ
せ
て
一
丈
六
尺

の
大
地
の
表
を
釈
迦
仏
に
ぞ
奉
る
。
そ
の

と
き
五
百
二
人
の
羅
漢
、
八
万
二
人
の
御

弟
子
は
、
皆
お
お
い
に
い
さ
み
を
な
し
て
、

須
弥
山
に
わ
け
い
り
、
広
さ
八
尺
深
さ
八

尺
、
あ
わ
せ
て
一
丈
六
尺
の
大
地
の
表
に
、

釈
迦
仏
の
御
み
体
を
ば
、
葬
も
休
め
参
ら

せ
て
、
栴
檀
の
薪
を
も
っ
て
、
仏
を
し
�

う
し
�
う
し
奉
る
。
そ
の
灰
と
て
、
バ
ツ

ダ
川
に
も
入
れ
奉
れ
ば
、
こ
の
川
三
千
大

千
世
界
の
う
ち
は
、
ま
た
明
ら
か
に
、
へ

ん
ま
ん
じ
た
ま
い
そ
う
ら
い
け
ん
な
る

が
、
昔
が
よ
う
に
は
、
か
ほ
ど
に
尊
う
ま

し
ま
す
が
、
今
が
よ
う
に
は
、
一
切
の
四

方
の
衆
生
が
悟
り
は
か
な
き
ゆ
え
に
よ

り
、
じ
�
う
を
ひ
き
し
め
、
か
た
め
じ
ふ

く
だ
ん
の
衣
、
つ
き
の
が
っ
す
い
を
流
す
。

死
し
た
る
も
の
を
野
や
荒
野
に
捨
て
置
か

ん
が
た
め
、
月
の
内
に
は
一
度
ず
つ
、
か

の
御
経
を
読
み
、
法
楽
し
�
ご
を
せ
し
め

奉
る
。
御
経
の
随
喜
の
御
本
地
は
か
く
の

ご
と
く
な
り
。

演

奏
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阿
波

あ

わ

讃さ
ぬ

岐き

に
平
家
を
背そ

む

き
て

源
氏
を
待
ち
う
け
る
兵
ど

つ
わ
も
の
　
　

も

彼
處

あ
そ
こ

の
峰
こ
ゝ
の
洞ほ

ら

よ
り

十
四
五
騎
廿
騎
打
連
れ

く

馳
せ
来き

た

る
ほ
ど
に

判
官

ほ
う
が
ん

程
な
く
三
百
余
騎
に
な
り
給
ひ
ぬ

今
日

き
�
う

は
日
暮

ひ

ぐ

れ
ぬ

勝
負
を
決
す
べ
か
ら
ず
と
て

源
平
互
に
退

し
り
ぞ

く
所
に

沖
よ
り
尋
常
に
飾か

ざ

っ
た
る
小こ

船せ
ん

一
艘

汀
み
ぎ
わ

へ
向
ひ
て
漕
ぎ
寄
せ

渚
な
ぎ
さ

よ
り
七
八
段た

ん

許
り
に
も
な
か
し
か

ば船
を
横
様
に
な
す

あ
れ
は
如
何
に
と
見
る
所
に

船
の
中な

か

よ
り

年
の
齢

よ
わ
い

十
八
九
許
り
な
る
女
房
の

柳
の
五
つ
衣ぎ

ぬ

に
紅
の

く
れ
な
い

袴
は
か
ま

着き

た
る
が

皆
紅

み
な
く
れ
な
いの

扇
の
日
出い

だ

し
た
る
を

船
の
背せ

櫂が
い

に
挟は

さ

み
立
て

陸く
が

へ
向
っ
て
ぞ
招ま

ね

き
け
る

九
郎
判
官
義
經
は

後
藤
兵
衛
實
基

さ
ね
も
と

を
召
し
て

あ
れ
は
如
何
に
と
宣

の
た
ま

へ
ば

扇
を
射
よ
と
に
こ
そ
候
ら

そ
う
ろ
う

め

但
し
大
将
軍
の
矢や

面お
も
てに

進
ん
で

傾
城

け
い
せ
い

を
御
覧
ぜ
ら
れ
ん
所
を

手て

足だ
れ

に
狙ね

ろ

ふ
て
射い

落お
と

せ
よ
と
の

計
略

は
か
り
ご
と

と
こ
そ
存
候
へ

さ
り
乍
ら
扇
を
ば
射
さ
せ
ら
る
べ
う
も
や
候
ら
ん
と

申
し
け
れ
ば
判
官

味
方
に
射
つ
べ
き
仁じ

ん

は

誰た
れ

か
あ
る
と
問と

ひ
給
へ
ば

手て

足だ
れ

共
多
く
候
中な

か

に

下
野

し
も
づ
け

の
國
の
住
人

那
須
の
太
郎
祐
高

す
け
た
か

が
子
に

與よ

市
宗
高

い
ち
む
ね
た
か

こ
そ
小こ

兵ひ
�
うで

は
候
へ
共

手
は
利き

い
て
候
と
申
す

判
官
証
據
が
あ
る
か
さ
ん
候

飛
ぶ
鳥
な
ど
を
爭

あ
ら
そ

ふ
て

三み
っ

つ
に
二
つ
は
か
な
ら
ず

射い

落お
と

し
候
と
申も

さ

け
れ
ば

さ
ら
ば
與
市
呼
べ
と
て
召
さ
れ
け
り

與
市
宗
高
其
頃
は

未い
ま

だ
廿
年

は
た
ち

ば
か
り
の
男

お
の
こ

な
り

頃
は
二
月
十
八
日

酉と
り

の
刻
ば
か
り
の
事
な
る
に

折
節
北
風
烈は

げ

し
ふ
吹
き
け
れ
ば

磯
う
つ
波
も
高
か
り
け
り

船
は
揺
り
上
げ
ゆ
り
す
へ
漂た

ヾ

よ
へ
ば

扇
も
串く

し

に
定
ま
ら
ず
閃ひ

ら

め
い
た
り

沖
に
は
平
家

船
を
一
面
に
並
べ
て
見
物
す

陸く
が

に
は
源
氏

轡
く
つ
ば
み

を
並
べ
て
之
を
見
る

何
れ
も
晴
な
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し

與
市
宗
高
眼め

を
閉ふ

さ

い
で

南
無
八
幡
大
菩
薩

別べ
つ

し
て
は
我
國
の
神
明

し
ん
め
い

二に

荒こ
う

の
權
現

ご
ん
げ
ん

宇
都
宮

那
須
の
湯ゆ

泉せ
ん

大
明
神

願
く
ば
彼あ

の
扇
の
真
中

射
さ
せ
て
た
ば
せ
給
へ

是
を
射
損
ず
る
も
の
な
ら
ば

弓
切
り
折
り
自
害
し
て

人
に
再
び
面

お
も
て

を
向
く
べ
か
ら
ず

今
一
度

ひ
と
た
び

本
國
へ
還
さ
ん
と
思
召
さ
ば

此
の
矢
外は

ず

さ
せ
給
ふ
な
と

心
の
内
に
祈き

念ね
ん

し
て

静
か
に
眼
を
見
開
い
た
れ
ば

風
も
少
し
吹
き
弱
っ
て

扇
も
射
よ
げ
に
こ
そ
成
っ
た
り
け
れ

與
市
鏑

か
ぶ
ら

矢や

取
っ
て
打
番つ

が

ひ

能
く
引
い
てB ひ

�
う

と
放
つ

小こ

兵ひ
�
うと

い
ふ
で
う
十
二
束
三
伏

そ
く
み
つ
ぶ
せ

弓
は
強
し
鏑

か
ぶ
ら

は
浦
響
く
程
に

長
鳴
り
し
て
過

あ
や
ま

た
ず

扇
の
要
際

か
な
め
ぎ
わ

一
寸
ば
か
り
お
い
てヒ

イ
フ
ッ
と
ぞ
射
切
っ
た
る

鏑
か
ぶ
ら

は
海
に
入
り
け
れ
ば

扇
は
空
へ
上
り
け
り

春
風
に
一ひ

と

も
み
二
も
み
揉
れ
て

海
へ
颯さ

つ

と
ぞ
散
っ
た
り
け
る

皆
紅
の
扇
の
夕
日
に
輝

か
ヾ
や

く
に

白
波
の
上
に
漂た

だ

よ
ひ

浮
き
ぬ
沈
み
ぬ
揺ゆ

ら

れ
け
る

沖
に
は
平
家

舷
ふ
な
ば
たを

敲た
ゝ

ひ
て
感
じ
た
り

陸く
が

に
は
源
氏

箙
え
び
ら

を
叩
い
て
ぞ
ど
よ
め
き
け
る

ど
っ
と
掲
げ
た
る
奨
聲

ほ
め
ご
え

は

山
も
崩
れ
ん
ば
か
り
に
て

暫
し
は
鳴
も
息や

ま
ざ
り
け
り

く
つ
ば
み

五
弦
。
初
代
橘
旭
宗
作
曲
。

『
平
家
物
語
』
巻
十
一
よ
り
取

材
。
八
島
の
合
戦
で
日
が
暮
れ

て
休
戦
に
な
っ
た
と
き
、
海
上

に
逃
れ
た
平
家
方
の
船
団
よ

り
、
一
艘
の
船
に
扇
の
的
が
立

て
ら
れ
、
若
く
美
し
い
女
房
が

「
射
よ
」
と
挑
発
す
る
。
源
氏

方
の
若
武
者
那
須
与
市
が
、
義

経
の
命
を
う
け
て
、
海
に
馬
を

乗
り
入
れ
、
故
郷
の
神
明
に
祈

念
し
て
矢
を
放
ち
、
七
段
（
約

75
ｍ
）
ば
か
り
先
の
そ
の
扇
を

見
事
に
射
止
め
た
と
い
う
話
。

扇
が
空
に
舞
い
上
が
り
、
そ
し

て
海
に
落
ち
て
行
く
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
で
そ
の
情
景
が
あ
ざ
や

か
に
描
か
れ
、
高
音
域
で
語
ら

れ
る
。

演

奏

筑
前
琵
琶

田
中
旭
泉

那
須
与
市
（
な
す
の
よ
い
ち
）
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紅
葉

も
み
じ

う
つ
ろ
ひ
蘆あ

し

が
散ち

る
、
秋あ

き

の
哀あ

わ

れ
の
い
と
深ふ

か

き
潯
陽
江

じ
ん
よ
う
こ
う

の
夕ゆ

う

ま
ぐ
れ
　
『

切
　

友と
も

の
船ふ

な

出で

を
送お

く

り
来き

て
』『

大
干
　

別わ
か

れ
を
惜お

し
む
盃
の

さ
か
ず
き

、
数
重

か
ず
か
さ

な
れ
ど
絲
竹

い
と
た
け

の
、
調し

ら

べ
も
添そ

は
ぬ
寂さ

び

し
さ
に
、

本
意

ほ

い

な
き
事こ

と

と
思お

も

ひ
つ
つ
』
　
影
遠
白

か
げ
と
お
し
ろ

き
波な

み

の
上え

の
、
月
打
守

つ
き
う
ち
ま
も

る
折お

り

し
も
あ
れ
　

『
中
干
　

忽
た
ち
ま

ち

聞き
こ

ゆ
る
琵
琶

び

わ

の
声こ

え

』
　
思お

も

ひ
も
か
け
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、
互

た
が
い

に
心

こ
こ
ろ

と
き
め
き
て
、
か
へ
ら
む
事こ

と

も
行ゆ

く
事こ

と

も
、
わ
す
れ
果は

て
つ
つ
其そ

の
声こ

え

を
、
尋た

ず

ね
て
誰た

ぞ
と
お
と
な
へ
ば
　
『

中
干

打う

ち
ひ

そ
ま
り
て
答こ

た

へ
な
し
』
　
舟ふ

ね

漕こ

ぎ
寄よ

せ
て
酒さ

け

を
そ
へ
、
燈

と
も
し

火び

か
か
げ
又
更

ま
た
さ
ら

に
、
宴

う
た
げ

の

莚
打
開

む
し
ろ
う
ち
ひ
ら

き
琵び

琶わ

の
主

あ
る
じ

を
招ま

ね

け
ど
も
、
頓と

み

に
は
出い

で
こ
ず
百も

も

千ち

度た
び

、
喚よ

び

立た

て
ら
れ
て
し
ぶ
し
ぶ

に
　
『中

干

こ
な
た
の
船ふ

ね

に
移う

つ

り
来き

ぬ
』
　
琵
琶

び

わ

を
抱い

だ

き
て
ま
ば
ゆ
げ
に
、
面

お
も
て

を
掩お

お

ひ
ひ
き
そ
め

し
、
其
撥
音

そ
の
ば
ち
お
と

に
い
ひ
し
れ
ぬ
　
『中

干

ふ
か
き
情

な
さ
け

の
こ
も
り
つ
つ
』
　
ひ
き
ゆ
く
ま
ま
に
か
ね
が

ね
の
、
己お

の

が
心

こ
こ
ろ

の
う
れ
た
さ
を
、
訴

う
つ
た

へ
出い

ず

る
心こ

こ

地ち

せ
り
　

『
大
干
　

人ひ
と

こ
そ
知し

ら
ね
浜は

ま

木
綿

ゆ

う

の
、

百も
も

重え

か
さ
な
る
う
き
思お

も

ひ
、
積つ

も

る
恨う

ら

み
の
数
々

か
ず
か
ず

を
、
四よ

筋す
じ

の
糸い

と

に
い
は
す
ら
ん
』
　
軽か

ろ

く
う

ち
緩ゆ

る

く
ひ
ね
り
、
は
ら
ひ
つ
か
か
げ
つ
始は

じ

め
に
は
、
霓
装

げ
い
し
�
う

を
か
な
で
後の

ち

に
は
　

『
中
干
　

六
幺

り
く
よ
う

を

弾だ
ん

じ
け
る
』

大
絃

D

々
如
村
雨

だ
い
げ
ん
は
そ
う
そ
う
と
し
て
む
ら
さ
め
の
ご
と
く

小

絃

切

々

似

私

語

し
�
う
げ
ん
は
せ
つ
せ
つ
と
し
て
さ
さ
め
ご
と
に
に
た
り
　
　

切
々D

々
錯
雑
弾

せ
つ
せ
つ
そ
う
そ
う
こ
き
ま
ぜ
て
ひ
け
ば

大
珠
小
珠
落
玉
盤

た
い
じ
�
し
よ
う
じ
�
ぎ
�
く
に
ば
ん
に
お
つ

間
関

け
ん
か
ん

た
る
鶯
の

う
ぐ
い
す
　

声こ
え

、
花
蔭

は
な
か
げ

に
滑な

め

ら
か
に
　

『
吟
替
　

幽
咽

ゆ
う
え
つ

た
る
泉
流

せ
ん
り
�
う

、
水
早

み
ず
は
や

瀬せ

を
下く

だ

る
、

水
泉
冷
渋

す
い
せ
ん
れ
い
じ
�
う

の
干
音
　

趣
凝

お
も
む
き
こ

り
て
絃い

と

を
た
え
、
暫し

ば

し
声こ

え

な
き
其
程

そ
の
ほ
ど

は
、
そ
ぞ
ろ
に
憂

う
れ
い

を
催

も
よ
お

し
て

干
音

声こ
え

あ
る
よ
り
も
中
々

な
か
な
か

に
、
風ふ

情ぜ
い

を
添そ

へ
し
折お

り

し
も
あ
れ
、
再

ふ
た
た

び
響ひ

び

く
撥ば

ち

の
音お

と

』
　
銀
瓶
砕

ぎ
ん
ぺ
い
く
だ

け

て
水
迸

み
ず
ほ
と
ば
しり

、
軍
起

い
く
さ
お
こ

り
て
打
物

う
ち
も
の

の
『

中
干
　

鎬
し
の
ぎ

を
削け

ず

る
に
さ
も
似に

た
り
』
　
曲き

�
くも

今い
ま

は
と
な
り
し
時と

き

、

撥ば
ち

を
収お

さ

め
て
四よ

つ

の
緒お

を
、
唯
一
声

た
だ
い
っ
せ
い

に
か
き
な
せ
ば
　
『中

干

さ
な
が
ら
帛き

ぬ

を
裂さ

く
如ご

と

し
』
　
東ひ

が
しの

船ふ
ね

も
西に

し

な
る
も
、
只
悄
然

た
だ
し
�
う
ぜ
ん

と
聞き

き
惚ほ

れ
て
　

『
下
切
　

物も
の

言い

ふ
人ひ

と

も
あ
ら
ば
こ
そ
』
　
秋あ

き

の
浦
風

う
ら
か
ぜ

身み

に
し
み
て
、
水
底
白

み
な
そ
こ
し
ろ

く
澄す

み
渡わ

た

る

『

謡
い
切
　
　

月つ
き

の
影か

げ

こ
そ
更ふ

け
に
け
れ
』

謡
い
出
し

坂
正
臣
作
。
唐
の
詩
人

白
楽
天

は
く
ら
く
て
ん

の
『
琵
琶

び

わ

行こ
う

』
よ
り
取

材
。
船
出
を
す
る
友
と
盃
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
る
と
折
し
も
琵
琶
の
声

が
し
、
互
い
に
心
と
き
め
い
て

琵
琶
の
主
を
招
く
。
か
つ
て
は

琵
琶
の
上
手
と
世
に
知
ら
れ
、

は
な
や
か
な
身
で
あ
っ
た
が
、

今
は
零
落
し
て
潯
陽
江
の
浦
舟

に
住
む
女
人
の
奏
で
る
琵
琶

に
、
憂
い
を
催
し
聞
き
惚
れ
る
。

「
大
絃D

々
…
」
と
『
琵
琶
行
』

の
詩
句
が
織
り
込
ま
れ
て
い

る
。
今
回
は
上
段
の
み
で
、
下

段
で
は
女
人
の
あ
わ
れ
な
身
の

上
が
語
ら
れ
る
。
坂
は
和
歌
を

高
崎
正
風
に
師
事
し
、
こ
の
作

も
高
崎
の
校
閲
を
受
け
て
い

る
。

演

奏

薩
摩
琵
琶

須
田
誠
舟
　

潯
陽
江
（
じ
ん
よ
う
こ
う
）



〈京都和文華の会について〉

京都を基盤とする日本の伝統文化

を広く紹介し、その振興と発展を図る

ことを目的として設立された任意団

体で、京都の文化が好きな学者、伝統

工芸関係者、会社員等で構成されて

います。

本会は、広く市民を対象にして、京

都を基盤とする日本の伝統文化を紹

介する場を設け、その情報を発信する

ことにより、わが国固有の文化に対す

る理解を深め、伝統文化の振興と発展

を図り、もって世界の多様な文化を受

容できる精神的な土壌の育成に努め

ることを目的として、次の活動、事業

を行っていきます。

・京都の文化にかかわる芸術、芸能、

学術、生活文化等の振興を図る活動

・若い人たちに日本の文化を伝える

活動

・伝統芸術、芸能の普及振興のための

事業

・日本文化伝承のための事業

・その他、本会の目的を達成するため

の事業

京都和文華の会

事務局／

〒611—0033

宇治市大久保町上ノ山51—35

TEL／FAX 0774—43—7577

構成解説 山川直治（国立劇場調査養成部主席芸能調査役）

演　　奏（出演順）

日向盲僧琵琶

永田法順（浄満寺住職 宮崎県無形文化財）

筑前琵琶

田中旭泉（筑前琵琶日本橘会）

薩摩琵琶

須田誠舟（薩摩琵琶　日本琵琶楽協会会長）

司　　会 南端玲子

舞　　台 吉田雅敏（府民ホールアルティ）

照　　明 北西洋之（府民ホールアルティ）

音　　響 鈴木英嗣（府民ホールアルティ）

映像記録 立命館大学アートリサーチセンター
写真記録 武士眞二
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共　　催 真如苑
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企画制作 京都和文華の会


